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　私が担当した授業の問いは「人類にとって戦争

は必要か ?」という問いであった。後期の授業で

は、前期のうちにアンケートなどで書いてもらっ

た学生のみなさん自身が考えたい問いを三つの

ジャンルに分けて、それぞれに分かれてそのジャ

ンルから一つの問いを作るという作業をしても

らった。私は、この「人類にとって戦争は必要

か ?」という問いを作ったグループに入って ( オ

ブザーバーとして ) いたので、この回のファシリ

テーターを担当することになったわけだが、問い

を作る段階から、かなり難航をしていた。短い時

間の中でもいろいろな紆余曲折があり、最終的に

は、この問いをグループの問いとして発表したわ

けだが、その時点でも、今ひとつ、この問いによっ

て何を問うのかということははっきりできてい

なかったように思う。そしてこの問いを立ててさ

らに三週間の時間が経って、クラス全員でこの問

いを議論する日がやってきた。

　私自身、この問いでの対話のファシリテーター

をすることになってから、どのように議論をすす

めるべきか、何を問うべきかなどいろいろ考えて

みたが、なかなかこれといった妙案が出るわけも

なく、無情にも時間だけが過ぎていった。その中

で考えたことは ( ある種の逃げでもあるような気

がするが )、75 分という短い時間の中で、この

問いに対する答えを出すということを目的とす
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るのではなく、むしろうまくいかない議論を通し

て、何がよくなかったのかを反面教師的に気づい

てもらえばいいのではないかと考えた。また、こ

のテーマに関して、誰も実際の戦争を経験したこ

とがないということもあり、加藤尚武の『戦争倫

理学』の数頁をコピーして当日の授業に臨むこと

にした。

 当日の授業では、学生のみなさんには、議論の

手続きや答えを出すために必要なことは何かを

考えてもらうということはあえていわずに、こ

の問いについての議論を行ってもらった。最初の

うちは、「戦争をどう定義するか」ということや、

「戦争は目的か手段か」などといったことを考え

たいという発言があり、しばらくそのことについ

ての意見を話してもらっていたが、少し行き詰ま

りかけたところで、当日配布した『戦争倫理学』

のコピー (19 － 21 頁、37 － 38 頁 ) を読んでも

らうことにした。

 これが一つの転換点だったかもしれない。

 この資料を読んだあとの学生の発言は、ある意

味では戦争を定義するという方向での発言だっ

たように思われるが、同時にまた、きわめて抽象

的 ( 理念的という意味ではなく、具体性を欠く )

な意見が多かったように思われる。抽象性という

のは、ある種の普遍性をもつがゆえに多義的にな

りやすいし、それだけにその語をどのような意味

で使っているかを明確に定義しなければ、議論が

混乱してしまう。そのような議論に介入して、言

葉の意味を定義させたりするのもファシリテー

ターの役割であるが、今回はあまり介入せずに議

論を続けてもら

うことになって

しまった。

 今年度の最後の

振り返りの授業

でも、学生のほ

うから「もう少し議論に介入してほしい」という

意見や、「問題設定に問題がある」というような

意見が出されていた。これはその通りかと思う一

方で、では、議論のどこに介入すればいいのか、

どのような問題設定をすれば議論が深まってい

くのかという点を参加した学生の人たちみんな

で考えてほしいという気もする。あるいは、今回

の対話は、うまくいかなさを通じてそのようなこ

とに気づいてもらえればとも考えていたので、そ

れはそれでよかったのではないだろうか。もちろ

んうまくいかない対話の原因を究明する時間が

もっとあればなおよかったのではあるが・・・・。

 ともあれ、このもどかしい議論を 70 分という時

間を我慢して、いろいろ考えながら対話に参加し

てくれたみなさんにはお礼を言いたいと思いま

す。




